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PAE100S48-5

PAE100S48-3R3/HV

■ 特　長
● RoHS対応設計（第5世代コンセプト）
● 業界標準1/8ブリックサイズ
　 （22.76mm×8.5mm×57.9mm）
● 1/8ブリックで出力100Wを実現（PAE100S48-5）
● 電力密度：146.3W/inch3（PAE100S48-5）
● 高効率 91%（3.3V出力, 5V出力、/Hは90％）
● 入出力間基礎絶縁
● 内蔵コンデンサ：セラミックコンデンサのみ（高信頼性）

PAE SERIES

■ 製品ラインアップ

DC-DCモジュール 50W, 100W

■ 用　途
EU Directive 2002/95/ECにもとづき、免除された用途を除
いて、鉛、カドミウム、水銀、六価クロム、および特定臭素系難
燃剤のPBB、PBDEを使用していないことを表します。

■ RoHS指令対応

PAE-S48（48VDC入力）

出力電圧
50W 100W

出力電流 型名 出力電流 型名
1.8V 20A PAE50S48-1R8 30A PAE100S48-1R8
2.5V 18A PAE50S48-2R5 25A PAE100S48-2R5

3.3V 16A PAE50S48-3R3
25A PAE100S48-3R3
30A PAE100S48-3R3/H

5V 10A PAE50S48-5 20A PAE100S48-5

EN60950-1
CSA C22.2 No.60950-1
UL60950-1 低電圧指令

  PAE 100 S 48 － 1R8 / □
■ 型名呼称方法

オプション
 無：OVP手動リセット
 V ：OVP自動リセット

定格出力電圧
定格入力電圧
ファンクション
S：シンプルファンクション

出力電力タイプ
シリーズ名

PAE-S24（24VDC入力）

出力電圧
50W

出力電流 型名
5V 10A PAE50S24-5
6V 8.4A PAE50S24-6

無償保証期間
2
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PAE50S24

PAE50S48
型名

仕様項目・単位 PAE50S24-5 PAE50S24-6

入力
電圧範囲 V DC18 ～ 36
効率 typ （*1） ％ 91
電流 typ （*1） A 2.29 2.31

出力

定格電圧 VDC 5 6
最大電流 A 10 8.4
最大電力 W 50 50.4
電圧設定精度 （*1） ％ ± 1
最大入力変動 （*2） mV 10
最大負荷変動 （*3） mV 10
最大温度変動 0.02% / ℃以下
リップルノイズ （*6） mVp-p 100
電圧可変範囲 （*6） － 20% , ＋ 10%

機能

過電流保護 （*4） 105%～ 150% 
過電圧保護 （*5） 115%～ 135%
リモートセンシング あり
リモートON/OFF あり （ショート： ON、オープン： OFF）
並列運転 なし
直列運転 あり

環境

動作温度 （*7） ℃ Ta= － 40～＋ 85
保存温度 ℃ － 40～＋ 100
動作湿度 ％RH 5 ～ 95（結露なきこと）
保存湿度 ％RH 5 ～ 95（結露なきこと）
耐振動 非動作時　10～ 55Hz （掃引 1分間）振幅 0.825mm　一定（最大 49.0m/s²）　X、Y、Z各方向 1時間
耐衝撃 196.1m/s²
冷却方式 （*7） 自然空冷または強制空冷

絶縁 耐電圧 入力－出力間： 1.5kVDC 1 分間
絶縁抵抗 100MΩ以上　（25℃、70% RH、入力－出力間：500VDC）

適応規格 安全規格 UL60950-1、CSA C22.2 No.60950-1、EN60950-1　各認定

構造 質量 typ g 25
サイズ（W×H×D） mm 22.76 × 8.5 × 57.9

標準価格（税別） 円 6,500

（*1） 24VDC、最大出力電流、風速＝2m/s、Ta=＋25℃における値です。
（*2） 18 ～ 36VDC、負荷一定時の値です。
（*3） 無負荷～全負荷、入力電圧一定時の値です。
（*4） 出力遮断方式自動復帰型です。
（*5） 出力遮断方式マニュアルリセット型です。 出力自動復帰型のオプション品もあります。
（*6） 外付部品が必要です。（基本接続図をご参考下さい。）
（*7） 出力ディレーティングをご参照ください。

PAE50S24仕様規格（ご使用の前にご覧ください）

基本接続図

＋

－

負荷
10uF

C3

luF

50mm

C2
（*3）

＋

－V

－S

＋S

TRMCRT
33uF

C1（*2）

（*1）

ヒューズ 6.3A
＋V＋Vin

－Vin

Vin

18V～24VDC

（*1） 各ユニットに、外部のヒューズ(速い打
撃タイプ)を使用してください。

（*2） 入力コンデンサーを置いてください。
C1: 33uFセラミックコンデンサか

電解コンデンサ。
（*3） 出力コンデンサーを置いてください。

C2: 1uFセラミックコンデンサ。
C3: 10uFタンタルコンデンサーか

電解コンデンサ。
（*4） さらに詳しい明細についてはマニュア

ルを参照してください。
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型　　名

PAE50S24-＊＊
（標準モデル）

PAE50S24-＊＊/V

過電流保護 （OCP)

自動復帰型

自動復帰型

過電圧保護 （OVP)

出力遮断型

自動復帰型

「出力遮断型」のリセット法 ： ON/OFFコントロール、
または、入力遮断／再投入による手動リセットです。

PAE50S24

（*1）

（*5）

上面

下面

（*2）

（*3）

（*4）

基板温度による
出力ディレーティング
周囲温度による出力ディレーティング
の測定条件と異なる条件でご使用の場
合は、基板温度による出力ディレーティ
ング(図1-5)を用いてください。　

基板温度は図1-4に示す表面温度にて規
定します。

●周囲温度による出力ディレーティング
　取扱説明をご参照下さい。

●基板温度による出力ディレーティング

基板温度（℃）
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B-74ページ

外観図

出力ディレーティング

（*1）  型名・製造国名およびロットNo.が表示されます。
（*2）  ターミナルピン 出力ピン: 2-φ1.5
（*3）  ターミナルピン 入力・信号ピン: 6-φ1
（*4）  安全規格が表示されます。
（*5）  オプションコード

単位:mm
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PAE50S48
型名

仕様項目・単位 PAE50S48-1R8 PAE50S48-2R5 PAE50S48-3R3 PAE50S48-5

入力
電圧範囲 V DC36 ～ 76
効率 typ （*1） ％ 87 89 91
電流 typ （*1） A 0.87 1.06 1.21 1.15

出力

定格電圧 VDC 1.8 2.5 3.3 5
最大電流 A 20 18 16 10
最大電力 W 36 45 52.8 50
電圧設定精度 （*1） ％ ± 1
最大入力変動 （*2） mV 10
最大負荷変動 （*3） mV 10
最大温度変動 0.02% / ℃以下
リップルノイズ （*6） mVp-p 100
電圧可変範囲 （*6） － 20% , ＋ 10% ± 15%

機能

過電流保護 （*4） 105%～ 150% 
過電圧保護 （*5） 115%～ 135% 120%～ 140%
リモートセンシング あり
リモートON/OFF あり （ショート： ON、オープン： OFF）
並列運転 なし
直列運転 あり

環境

動作温度 （*7） ℃ Ta= － 40～＋ 85
保存温度 ℃ － 40～＋ 100
動作湿度 ％RH 5 ～ 95（結露なきこと）
保存湿度 ％RH 5 ～ 95（結露なきこと）

耐振動 
非動作時　10～ 55Hz （掃引 1分間）

振幅 0.825mm　一定（最大 49.0m/s²）　X、Y、Z各方向 1時間
耐衝撃 196.1m/s²
冷却方式 （*7） 自然空冷または強制空冷

絶縁 耐電圧 入力－出力間： 1.5kVDC 1 分間
絶縁抵抗 100MΩ以上　（25℃、70% RH、入力－出力間：500VDC）

適応規格 安全規格 UL60950-1、CSA C22.2 No.60950-1、EN60950-1　各認定

構造 質量 typ g 25
サイズ（W×H×D） mm 22.76 × 8.5 × 57.9（外観図参照）

標準価格（税別） 円 6,500

（*1） 48VDC、最大出力電流、風速＝2m/s、Ta=＋25℃における値です。
（*2） 36 ～ 76VDC、負荷一定時の値です。
（*3） 無負荷～全負荷、入力電圧一定時の値です。
（*4） 定電流垂下方式です。垂下時に出力電圧がLVPレベルまで低下すると遮断します。
 自動復帰型のオプションモデル（/V）もあります。
（*5） 出力遮断方式マニュアルリセット型です。 出力自動復帰型のオプション品もあります。
（*6） 外付部品が必要です。（基本接続図および取扱説明書をご参照下さい。）
（*7） 出力ディレーティングおよび取扱説明書をご参照ください。

PAE50S48仕様規格（ご使用の前にご覧ください）

PAE50S48

基本接続図
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PAE50S48

（*1）

（*5）

上面

下面

（*2）

（*3）

（*4）

基板温度による
出力ディレーティング
周囲温度による出力ディレーティング
の測定条件と異なる条件でご使用の場
合は、基板温度による出力ディレーティ
ング(図1-5)を用いてください。　

基板温度は図1-4に示す表面温度にて規
定します。

●周囲温度による出力ディレーティング
　取扱説明をご参照下さい。

●基板温度による出力ディレーティング
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外観図

出力ディレーティング

（*1）  型名・製造国名およびロットNo.が表示されます。
（*2）  ターミナルピン 出力ピン: 2-φ1.5
（*3）   ターミナルピン 入力・信号ピン: 6-φ1
（*4）   安全規格が表示されます。
（*5）   オプションコード

単位:mm

型　　名

PAE50S48-＊＊
（標準モデル）

PAE50S48-＊＊/V

過電流保護 （OCP)

出力遮断型

自動復帰型

過電圧保護 （OVP)

出力遮断型

自動復帰型

「出力遮断型」のリセット法 ： ON/OFFコントロール、
または、入力遮断／再投入による手動リセットです。
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PAE100S48

PAE100S48
型名

仕様項目・単位 PAE100S48-1R8 PAE100S48-2R5 PAE100S48-3R3 PAE100S48-3R3/H PAE100S48-5

入力
電圧範囲 V DC36 ～ 76
効率 typ （*1） ％ 87 89 91 90 91
電流 typ （*1） A 1.30 1.47 1.89 2.3 2.29

出力

定格電圧 VDC 1.8 2.5 3.3 3.3 5
最大電流 A 30 25 30 20
最大電力 W 54 62.5 82.5 99 100
電圧設定精度 （*1） ％ ± 1
最大入力変動 （*2） mV 10
最大負荷変動 （*3） mV 10
最大温度変動 0.02% / ℃以下
リップルノイズ （*6） mVp-p 100
電圧可変範囲 （*6） － 20% , ＋ 10% ± 15%

機能

過電流保護 （*4） 105%～ 140% 
過電圧保護 （*5） 115%～ 135% 120%～ 140%
リモートセンシング あり
リモートON/OFF あり （ショート： ON、オープン： OFF）
並列運転 なし
直列運転 あり

環境

動作温度 （*7） ℃ Ta= － 40 ～＋ 85
保存温度 ℃ － 40～＋ 100
動作湿度 ％RH 5 ～ 95 （結露なきこと）
保存湿度 ％RH 5 ～ 95 （結露なきこと）

耐振動 
非動作時　10～ 55Hz （掃引 1分間）

振幅 0.825mm　一定（最大 49.0m/s²）　X、Y、Z各方向 1時間
耐衝撃 196.1m/s²
冷却方式 （*7） 自然空冷または強制空冷

絶縁 耐電圧 入力－出力間： 1.5kVDC 1 分間
絶縁抵抗 100MΩ以上　（25℃、70% RH、入力－出力間：500VDC）

適応規格 安全規格 UL60950-1、CSA C22.2 No.60950-1、EN60950-1　各認定

構造 質量 typ g 25
サイズ（W×H×D） mm 22.76 × 8.5 × 57.9（外観図参照）

標準価格（税別） 円 7,000

（*1） 48VDC、最大出力電流、風速＝2m/s、Ta=＋25℃における値です。
（*2） 36 ～ 76VDC、負荷一定時の値です。
（*3） 無負荷～全負荷、入力電圧一定時の値です。
（*4） 定電流垂下方式です。　垂下時に出力電圧が LVP レベルまで低下すると遮断します。
 自動復帰型のオプションモデル（/V）もあります。
（*5） 出力遮断方式マニュアルリセット型です。 出力自動復帰型のオプション品もあります。
（*6） 外付部品が必要です（基本接続図および取扱説明書をご参照ください。）
（*7） ディレーティングカーブおよび取扱説明書をご参照ください。

PAE100S48仕様規格（ご使用の前にご覧ください）
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（*1）

（*5）

上面

下面

（*2）

（*3）

（*4）

基板温度による
出力ディレーティング
周囲温度による出力ディレーティング
の測定条件と異なる条件でご使用の場
合は、基板温度による出力ディレーティ
ング(図1-5)を用いてください。　

基板温度は図1-4に示す表面温度にて規
定します。

●周囲温度による出力ディレーティング
　取扱説明をご参照下さい。

●基板温度による出力ディレーティング
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外観図

出力ディレーティング

PAE100S48

（*1）  型名・製造国名およびロットNo.が表示されます。
（*2）  ターミナルピン 出力ピン: 2-φ1.5
（*3）   ターミナルピン 入力・信号ピン: 6-φ1
（*4）   安全規格が表示されます。
（*5）   オプションコード

単位:mm

型　　名

PAE100S48-＊＊
（標準モデル）

PAE100S48-＊＊/V

過電流保護 （OCP)

出力遮断型

自動復帰型

過電圧保護 （OVP)

出力遮断型

自動復帰型

「出力遮断型」のリセット法 ： ON/OFFコントロール、
または、入力遮断／再投入による手動リセットです。
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ブロックダイヤグラム
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入力電圧

出力電圧
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*1 レベル  : 4V≦H≦35V またはオープン、 0V≦L≦0.8V またはショート

OVP動作点

リセット動作
1ms以上

OCP動作点

Vin

0

Vout

0
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*1

出力禁止時間
100～300ms

シーケンスタイムチャート

PAE SERIES

【PAE-S48】

【PAE50S24】
　（OVPはラッチ遮断）
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*1 レベル  : 4V≦H≦35V またはオープン、 0V≦L≦0.8V またはショート

OVP動作点

リセット動作
1ms以上

リセット動作
1ms以上

OCP動作点

Vin

0

Vout

0

H

L

*1

出力禁止時間
100～300ms

　（標準品の場合：OVPおよびOCPはラッチ遮断）
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PAE50S24取扱説明

本製品ご使用の際は、注意事項を十分に留意の上、ご使用下さい。
ご使用方法を誤ると感電、損傷、発火などの恐れがあります。ご使
用前に本取扱説明書を必ずお読み下さい。

 注　意

● 本製品の回路基板、部品は高温になりますので、触れないで下さ
い。

● 本製品内部には高電圧または高温になる部品があります。感電
や火傷の恐れがありますので、分解したり内部の部品に触れた
りしないで下さい。

● 通電中は、顔や手を近づけないで下さい。不測の事態により、け
がをする恐れがあります。

● 入出力端子および各信号端子への結線が、本取扱説明書に示さ
れるように正しく行われていることをお確かめ下さい。

● 各種安全規格の取得、及び安全性を向上させるために外付け
ヒュ－ズを必ずご使用ください。

● 本製品は電子機器組み込み用に設計されたものです。
● 24V入力モデルの入力端子には、１次側電源より強化絶縁、もし
くは二重絶縁で絶縁された電圧を配線し接続して下さい。

● 出力端子及び信号端子には、外部からの異常電圧が加わらない
様にご注意ください。

 特に出力端子間に逆電圧または、定格電圧以上の過電圧を印加
すると内部回路の破損をまねく恐れがありますのでご注意くだ
さい。

● 本取扱説明書に記載されているアプリケーション回路および定
数はご参考です。回路設計にあたって、必ず実機にて特性をご
確認の上、アプリケーション回路および定数をご決定下さい。

● 本取扱説明書の内容は予告なしに変更される場合があります。
ご使用の際は、本製品の仕様を満足させるため最新のデータ
シート等をご参照下さい。

● 本取扱説明書の一部または全部を弊社の許可なく複製または転
載することを禁じます。

●この製品は、弊社の書面による許可なく生命維持用の装置また
はシステム内の重要な部品として使用することはできません。

 1.  生命維持用の装置またはシステムとは（a）体内に外科的に使
用されることを意図されたもの、または（b）生命を維持ある
いは支持するものをいい、ラベルにより表示される使用法に
従って適切に使用された場合に、その不具合が使用者に身体
的障害を与えると予想されるものをいいます。

 2.  重要な部品とは、生命維持にかかわる装置またはシステム内
のすべての部品をいい、その不具合が生命維持用の装置また
はシステムの不具合の原因となり、それらの安全性や機能に
影響を及ぼすことが予想されるものをいいます。

ご使用前に

1. 端子説明

[入力側端子]
－Vin :  －入力端子
CNT :  ON/OFFコントロール端子
＋Vin :  ＋入力端子

[出力側端子]
－V  :  －出力端子
－S  :  －リモートセンシング端子
TRM  :  出力電圧可変端子
＋S  :  ＋リモートセンシング端子
＋V  :  ＋出力端子

入出力端子配列（底面より）

底面

－Vin －V

＋V

－S

＋S

TRM

＋Vin

CNT
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1 入力電圧範囲
　PAE50S24シリーズの入力電圧範囲は、下記の通りです。

入力電圧範囲 : 18 ～ 36VDC

　入力電圧には、下図1-1の様に商用の交流電圧を整流・平
滑した際に生じるリップル電圧（Vrpl）が含まれる事があり
ます。リップル電圧は下記の電圧以下にてご使用下さい。

入力許容リップル電圧 : 2Vp-p

　この値を超えている場合、出力リップル電圧が仕様を超え
て大きくなる事があります。
　入力電圧の急峻な変化により、出力電圧が過渡的に変動す
る場合がありますのでご注意下さい。
　なお、入力電圧波形のピーク値が上記入力電圧範囲を越え
ないようにして下さい。

入
力
電
圧

入力電圧

範囲

時間

Vrpl

t

2V以下

図1-1 入力リップル電圧

＋

-
＋＋

＋Vin

50mm

＋V

＋S

-V

-S

TRM

-Vin

C1

C2

負荷

C3

CNT

ヒューズ

図2　基本的な接続

入力ヒューズ
　パワーモジュールにはヒューズが内蔵されておりません。
各種安全規格の取得および安全性を向上させるためにも外付
けヒューズをご使用下さい。
　なお、ヒューズはファストブロー型を１台毎に付けてご使
用下さい。
　また、ヒューズは－Vin側をグランドとする場合には＋Vin
側に、＋Vin側をグランドとする場合には－Vin側に取り付け
て下さい。

入力ヒューズ推奨電流定格 : 6.3A

C1 : 
　入力電圧が入力電圧範囲内であっても、急激に変化する場
合や、入力ラインのインダクタンス成分が大きい場合には、パ
ワーモジュールへの影響を防ぐために、＋Vin端子、－Vin端子
間に電解コンデンサ又は、セラミックコンデンサを付加して
下さい。
　なお電解コンデンサの場合は等価直列抵抗の小さいものを

ご使用下さい。特に周囲温度が低温の場合は入力遮断時の等
価直列抵抗によりC1の電圧が安定せず、出力が正常遮断しな
い場合がありますのでご注意下さい。
　なお、このコンデンサにはリップル電流が流れますので、コ
ンデンサを選定される際にはコンデンサの許容リップル電流
値をご確認の上、部品を選定して下さい。実際に流れるリッ
プル電流値につきましては実機にてご確認下さい。

推奨容量値 : 33μF以上（耐圧50V以上）
注）
１.  温度特性に優れた低インピーダンスの電解コンデンサをご使
用下さい。

　 （日本ケミコン製LXVシリーズ相当品）
２.  入力ラインにチョークコイルなどが挿入され、入力ラインのイ
ンダクタンス成分が極めて大きい場合は、パワーモジュールの
動作が不安定になる場合があります。そのような場合はC1の
容量値を上記よりも大きくして下さい。

３.  周囲温度が－20℃以下となる場合は、等価直列抵抗を低減させ
るため、C1としてセラミックコンデンサを付加して下さい。

C2,  C3
　出力スパイクノイズ電圧低減のため、＋V端子、－V端子間
に出力端から50mm以下のところに、1μFのセラミックコ
ンデンサと10μFのアルミ電解コンデンサまたはタンタルコ
ンデンサを付加して下さい。
　また、プリント基板の配線方法等により出力スパイクノイ
ズ電圧が変化する場合がありますのでご注意下さい。

 推奨容量値 C2 : 1μF
  C3 : 10μF

　なお、＋V端子、－V端子間に接続できるコンデンサの最大
容量はセラミックコンデンサにて下記の通りです。

出力外付けコンデンサ最大容量
400μF（全モデル共通）

C4：
　入力電源からPAE50S24シリーズの入力間にスイッチや
コネクタ等があり、入力印加状態でのスイッチのオン・オフ
や活線挿抜等でご使用される場合には、過渡的サージ電圧が
発生する場合がありますので、図1-3、図1-4のように電解コ
ンデンサC4を付加して下さい。

推奨容量値 : 33μF以上（耐圧50V以上）

　なお、入力投入時に突入電流が流れますので、スイッチおよ
びヒューズのI2t耐量をご確認下さい。

＋Vin
＋ ＋

－Vin

ヒューズスイッチ

C4 C1

図1-3　スイッチ使用時の入力フィルタ

2. 機能説明及び注意点
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＋Vin

－Vin

＋Vin

－Vin

ヒューズスイッチ

ヒューズ

＋

C4
＋

C1

＋

C1’

図1-4　複数台接続時の入力フィルタ

入力の逆接続
　入力の極性を間違えますとパワーモジュールが破損する事
があります。逆接続の可能性がある場合は、保護用ダイオー
ドおよびヒューズを接続して下さい。保護用ダイオードの耐
圧は入力電圧以上、サージ電流耐量はヒューズより大きいも
のをご使用下さい。

ヒューズ
＋Vin ＋V

－Vin －V
負荷

図1-5　入力の逆接続保護

2 出力電圧可変範囲
　抵抗および可変抵抗の外付けにより、出力電圧を下記の範
囲内で変える事ができます。ただし、出力電圧を下記の範囲
を越えて上昇させると、過電圧保護機能が動作しますのでご
注意下さい。

　出力可変範囲
　　5V , 6V : 
　　　　　定格出力電圧の－20%～＋10%

　なお、出力電圧を上昇させた場合、出力電流は最大出力電力
により規定される値まで低減させて下さい。
　下記の外付け回路により、出力電圧を変えた場合において
も、リモートセンシングすることができます。リモートセン
シング機能の詳細につきましては「9. リモートセンシング」
をご参照下さい。

抵抗および可変抵抗の外付けによる可変
（1） 出力電圧を低く設定する場合
（1-1） 使用できる最大出力電流＝各条件におけ 

る出力電力ディレーティング値÷定格出力電圧
（仕様規格の最大出力電流値を超えることはあり
ません。）

（1-2） TRM端子と－S端子間に外付け可変抵抗器 Radj
（down）を接続します。

＋

－

負荷
 Rndj(down)

＋S

＋V

－V

－S

 TRM PAE
 シリーズ

図2-1　可変抵抗接続（1）

（1-3）外付け抵抗値と出力電圧値の関係式

    　 
 
Radj（down）＝

Δ（%）
5.11×100（%）－10.22［kΩ］

Radj（down） : 外付け可変抵抗値
Δ（%）：定格出力電圧に対する出力電圧変化率
例） 5V定格を4.5Vに設定時は－10%で、Δ（%）＝10（%）

となります。
　　 下記グラフは、Δ（%）と外付け抵抗値の関係です。参

考データとしてご利用下さい。

1000

100

10

100 3020
1

出力電圧変化率（％）

R
ad
j( d
ow
n)
( k
Ω
)

図2-2　Δ（%）対外付け抵抗（1）

（2）出力電圧を高く設定する場合
（2-1） 使用できる最大出力電流＝各条件における出力

電力ディレーティング値÷設定出力電圧
 （仕様規格の最大出力電流値より、少なくなりま

す。）

（2-2） TRM端子と＋S端子間に外付可変抵抗器Radj
（up）を接続します。

＋

－

負荷

＋S

＋V

－V

 －S

 TRM  Rndj(up)

 PAE
シリーズ

図2-3　可変抵抗接続（2）
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（2-3）外付け抵抗値と出力電圧値の関係式

－
1.225×Δ（%） Δ（%）

5.11×Vo（100（%）＋Δ（%）） 5.11×100（%）
Radj（up）＝ －10.22［kΩ］

Vo : モジュール電源の定格出力電圧値
Radj（up）: 外付け可変抵抗値
Δ（%）：定格出力電圧に対する出力電圧変化率
例）5V定格を5.5Vに設定時は＋10%で、
      Δ（%）=10（%）となります。

下記グラフは、Δ（%）と外付け抵抗値の関係です。参考デー
タとしてご利用下さい。

0
10

100

1000

10000

2 4 6 8 10

5V
6V

出力電圧変化率（％）

R
ad
j( u
p)
( k
Ω
)

図2-4　Δ（%）対外付け抵抗（2）

（3）可変範囲内で出力電圧を調整する場合
 　外付け抵抗（R1）および外付け可変抵抗（VR）の抵抗

値、および接続方法は下記の通りです。
5V 6V

R1 3.3k 4.7k
VR 5k 5k

     単位：[Ω]

 外付け抵抗　　：抵抗許容差±5%以下
 外付け可変抵抗：全抵抗許容差±20%以下
　  　　　  残留抵抗値1%以下 

表2-1　外付け抵抗および外付け可変抵抗 抵抗値
（出力－20%～＋10%）

5V 6V
R1 18k 22k
VR 2k 2k

     単位：[Ω]

 外付け抵抗　　：抵抗許容差±5%以下
 外付け可変抵抗：全抵抗許容差±20%以下
 　　　　　　　　残留抵抗値1%以下 

表2-2　外付け抵抗および外付け可変抵抗 抵抗値
（出力 ±10%可変時 ）

＋S

VR

R1

＋V

－V
－S

＋

－

TRM

負荷

＋

図2-5　外付け抵抗の接続例

5.11kΩ

1.225V

5.11kΩ

1kΩ基準電圧

電圧検出用 OP アンプ

＋S

TRIM

－S
図2-6　トリム回路構成（参考）

3 最大出力リップル＆ノイズ
（1）JEITA RC-9141に準じた測定方法
 　JEITA RC-9141（7.12項および7.13項）に準じ、次に

規定される方法にて測定された値です。図3-1の接続を
行い測定します。出力端から50mmのところにコンデン
サ（C2:セラミックコンデンサ:1μF、C3:電解コンデン
サ:10μF）を付け、セラミックコンデンサ（C2）の両端に
図3-1のようにJEITAアタッチメントを付けた同軸ケー
ブルを取り付けて測定します。オシロスコープは、周波
数帯域100MHz相当を使用します。

＋V

－V

C2

50mm

＋ C3

この線は出来るだけ短くする

100MHz帯域

負荷

オシロスコープ

JEITA用
アタッチメント
R:50Ω
C:4700pF

同軸ケーブル
1.5m 50Ω

R

C

図3-1　出力リップル電圧（含スパイクノイズ）測定方法
JEITA RC-9141に準じた測定方法　　

（2）同軸ケーブルによる測定方法
 　図3-2の接続を行い測定します。出力端から50mmの

ところにコンデンサ（C2:セラミックコンデンサ:1μF、
C3:電解コンデンサ:10μF）を付け、セラミックコンデ
ンサ（C2）の両端に同軸ケーブルを取り付けて測定し
ます。オシロスコープは、周波数帯域20MHz相当を使
用します。

＋V

－V

C2 C3

50mm

＋

この線は出来るだけ短くする

20MHz帯域

負荷

オシロスコープ同軸ケーブル
1.5m 50Ω

図3-2　出力リップル電圧（含スパイクノイズ）測定方法
 同軸ケーブルによる測定方法　　　　　　　　

 　プリント基板の配線方法等により出力リップル電圧、
出力スパイクノイズ電圧が変化する場合がありますの
でご注意下さい。

 　一般に外付けコンデンサの容量増加により出力リッ
プル電圧、出力スパイクノイズ電圧は小さくなります。
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4 最大入力変動
　入力電圧を規格内でゆっくりと（静的に）変化させた時の
出力電圧変動分の最大値です。

5 最大負荷変動
　出力電流を規格内でゆっくりと（静的に）変化させた時の
出力電圧変動分の最大値です。
　負荷急変モードでご使用される場合は、パワーモジュール
から音が発生する場合や、出力電圧変動が増大する場合があ
りますので、事前に十分な評価を行なった上でご使用下さい 

6 過電流保護（OCP）
　OCP機能を内蔵しています。
　出力電流がOCP設定値を超えた場合に出力電圧を遮断し、
自動的に再起動します。短絡状態や過電流状態を解除すれば
自動的に出力は復帰します。この設定値は固定ですので、外
部からの可変は出来ません。

7 過電圧保護（OVP）
　OVP機能を内蔵しています。
　この設定値は定格出力電圧に対する値です。出力電圧が
OVP設定値を超えた場合に出力電圧を遮断します。OVP設
定値は固定式で変更はできません。
　OVP機能が動作した場合は、入力電圧を一度下記に示す電
圧以下にした後に入力を再投入するか、ON/OFFコントロー
ル端子をリセットする事で出力を復帰させることが出来ま
す。
　OVP機能の確認は外付抵抗により出力電圧を上昇させて
行って下さい。OVP機能の確認を行う為、出力端子に外部か
ら電圧を印加するとパワーモジュールが破損することがあり
ますのでお避け下さい。

OVP解除入力電圧値 : 8VDC以下

8 過熱保護（OTP）
　過熱保護機能を内蔵しています。
　周囲温度の異常上昇、出力ディレーティングカーブを超え
ての使用、電源内部温度の異常上昇時に動作し、出力を遮断し
ます。
　電源が異常過熱した原因を取り除かなければ、再び過熱保
護が動作しますのでご注意下さい。

9 リモートセンシング（＋S、－S端子）
　電源の出力端子から負荷端子までの配線による電圧降下を
補償するリモートセンシング端子があります。リモートセン
シング機能を必要としない場合（ローカルセンシングで使用
する場合）は、＋S端子と＋V端子、－S端子と－V端子を短絡
して下さい。
　なお、リモートセンシングした場合にもパワーモジュール
の出力電力は最大出力電力値以内でご使用下さい。電源の出
力端子電圧は最大出力可変電圧以下でご使用下さい。配線を
長くしたり、ノイズが載ったりすると電源動作が不安定にな
る事があります。シールド線、ツイスト線、平行パターンを利

用し、事前に十分な評価を行った上でご使用下さい。

負荷端にて出力電圧が安定する
負荷

ツイスト線

＋S

－S

＋V ＋
＋

－－V

＋

図9-1　リモートセンシングする場合 

出力端にて出力電圧が安定する
負荷

＋S

－S

＋V ＋

－－V

＋

図9-2　リモートセンシングしない場合
（ローカルセンシング）

10 ON/OFFコントロール（CNT端子）
　入力投入状態で出力のON/OFF制御ができます。複数台使
用の出力シーケンスにも活用できます。なお、ON/OFFコン
トロール回路は、1次側（入力側）にあり、CNT端子を使用
します。2次側（出力側）からの制御は、フォトカプラ等で
絶縁してCNT端子をご使用下さい。

－Vin端子に対してのCNT端子レベル 出力状態
Hレベル（4V≦H≦35V）または開放 OFF
Lレベル（0V≦L≦0.8V）または短絡 ON

※ コントロール機能を使用しない場合は、CNT端子と－Vin端子
間を短絡します。
※ CNT端子と－Vin端子間の配線が長い場合は、ノイズ防止のため
にCNT端子と－Vin端子にコンデンサ0.1μFを取付けます。
※ Lレベル時は、CNT端子から－Vin端子へのソース電流は最大
0.5mAです。
※CNT端子開放時の最大印加電圧は35Vです。
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（1）出力ON/OFFコントロール

＋Vin

CNT

PAE
シリーズトランジスク、

リレー　等

－Vin

（2）2次側（出力側）コントロール

＋Vin

CNT

PAE
シリーズ2次側

（出力側）

－Vin

図10-1　接続例

11 並列運転
　並列運転はできません。

12 直列運転
　PAE50S24シリーズは直列運転が可能です。図12-1およ
び図12-2のような接続が可能です。

＋S
＋V

＋S
＋V

－V
－S

－V
－S

＋

＋

負荷

＋

－

図12-1　出力電圧積み重ね直列運転

＋S
＋V

＋S
＋V

－V
－S

－V
－S

+

+

負荷

負荷

＋

＋

－

－

図12-2　±出力使用の直列運転

13 動作周囲温度
　動作可能な周囲温度範囲です。
周囲温度により負荷率がディレーティングされ る場合があ
ります。実装方向は自由に選択できますが、パワーモジュー
ル周囲に熱がこもらぬよう空気の対流を十分考慮の上ご使用
下さい。 
　強制空冷および自然空冷においてパワーモジュール周辺の
空気が対流出来るよう、周囲の部品配置、基板の実装方向を決
めて下さい。
　パワーモジュールの信頼性を一層向上するために周囲温度
をディレーティングしてご使用になることをお奨めします。 
　ディレーティングの詳細につきましては、｢実装方法と放熱
条件｣の項をご参照下さい。

14 動作周囲湿度
　結露は、パワーモジュールの動作異常・破損をまねく恐れ
がありますのでご注意下さい。

15 保存周囲温度
　急激な温度変化は結露を発生させ、各端子のはんだ付け性
に悪影響を与えますのでご注意下さい。

16 保存周囲湿度
　高温高湿下での保存は、各端子を錆びさせ、はんだ付け性を
悪くしますので、保管方法には十分ご注意下さい。

17 冷却方式
　ファン等により強制空冷を行い、ご使用下さい。負荷率を
ディレーティングすることで自然空冷による冷却も可能で
す。　
　ディレーティングの詳細につきましては、｢実装方法と放熱
条件｣の項をご参照下さい。

18 周囲温度対出力変動
　動作周囲温度のみを変化させた時の出力電圧の変動率で
す。

19 耐電圧
　入力－出力間1.5kVDCに1分間耐えられるよう設計されて
います。受け入れ検査等で耐圧試験を行う場合は、必ず直流
電圧を印加して下さい。また、使用される耐圧試験器のリミッ
ト値を10mAに設定して下さい。
　交流電圧による試験ではパワーモジュールが破損すること
がありますので、絶対に行わないようご注意下さい。
　なお、印加電圧は最初から試験電圧を投入することなく、耐
圧試験電圧をゼロから徐々に上げ、遮断するときも徐々に下
げて下さい。特にタイマー付きの耐圧試験器の場合は、タイ
マーによりスイッチが切れる瞬間に印加電圧の数倍のインパ
ルスが発生し、パワーモジュールを破損することがあります
のでご注意下さい。

PAE 50S24
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1 出力ディレーティング
　実装方向は自由に選択出来ますが、パワーモジュール周囲
に熱がこもらぬよう空気の対流を十分考慮の上ご使用下さ
い。強制空冷及び自然空冷においてパワーモジュール内部に
空気が対流出来るように、周囲の部品配置、基板の実装方向を
決めて下さい。周囲温度が高い場合は、下図のように出力の

ディレーティングが必要ですのでご注意下さい。（周囲温度に
よる出力ディレーティングを御参照下さい。）
　出力ディレーティングは下記測定条件での測定に基づいて
おります。風速測定が困難な場合または下記条件以外でご使
用される場合は基板温度による出力ディレーティングをご参
照ください。

3. 実装方法と放熱条件

　出力側は下図のように短絡して下さい。

＋Vin

耐圧試験器

＋V

－V

＋S

－S

TRM

CNT

－Vin

1.5kVDC  1分間（10mA）

図19-1　入力－出力間耐電圧試験方法

20 絶縁抵抗
　入力－出力間の絶縁試験には、DC絶縁計（MAX.500V）
をご使用下さい。絶縁抵抗値は500VDCにて100MΩ以上で
す。なお、絶縁計の種類によっては、電圧を切り換える際、高
圧パルスが発生するものがありますので、試験においてはご
注意下さい。試験後は抵抗等により充分放電して下さい。

＋Vin

絶縁計

＋V

－V

＋S

－S

TRM

CNT

－Vin

500VDCにて100MΩ以上

図20-1　絶縁抵抗試験方法

21 耐電動
　パワーモジュールの振動規格値は、プリント基板にパワー
モジュールのみを実装した状態での値です。

22 耐衝撃
　弊社出荷梱包状態においての値です。

パワーモジュール

Ta および
風速測定点

風向 風向

12.7mm

76
m
m

25.4mm

PCB

出
力
側

入
力
側 上  面

CLL

図1
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（1）周囲温度による出力ディレーティング
 PAE50S24

 Vin=24Vdc

PAE50S24-5
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0
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力
電
流
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周囲温度(℃)

自然空冷(0.2m/s)
1m/s

風速

図1-2
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図1-3

（2） 基板温度による出力ディレーティング
 周囲温度による出力ディレーティングの測定条件と異

なる条件でご使用の場合は、基板温度による出力ディ
レーティング（図1-5）を用いて下さい。基板温度は図
1-4に示す表面温度にて規定します。

＋Vo
＋Vin

CNT

－Vin

＋S

TRM

－S

－Vo

基板温度測定点

図1-4　基板温度測定点

基板温度による出力ディレーティング
PAE50S24
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図1-5　PAE50S24基板温度による出力ディレーティング

2 実装方法
（1） パターン配線禁止領域
 　 パワーモジュールを実装する面において、図2-1の

斜線部のパターン配線はお避け下さい。
 　斜線部に配線されますと、絶縁不良を起こす場合があ

ります。
 　また、斜線部以外でもパワーモジュール下はノイズの

影響を受けやすいので、信号線を配線される際はご注意
ください。

＋Vo＋Vin

36.9
27.7

5.4

8.4

13.3

24.9
36.9

48.2
52.6

1.
9

9.
2

5.
9－Vin

CNT

＋S

TRM

－S

－Vo7.
7

図2-1　パターン配線禁止領域

（2） 基板取付穴
 　プリント基板の穴・ランド径は、下記サイズを参考に

決定して下さい。

タイプ PAE_S24
入力端子ピン φ1.0mm
穴径 φ1.3mm
ランド径 φ2.6mm

出力端子ピン φ1.5mm
穴径 φ1.8mm
ランド径 φ3.6mm

信号端子ピン φ1.0mm
穴径 φ1.3mm
ランド径 φ2.6mm

 また、穴位置については、パワーモジュールの外観図を
ご参照下さい。

（3） 推奨基板材質
 　推奨基板材質は、4層スルーホールガラスエポキシ基

板です。（厚さt=1.6mm）

（4） 出力パターン幅
 　出力パターンは、数A～数十Aの電流が流れるので、基

板パターン幅が細すぎると電圧降下を生じ基板の発熱
が大きくなります。

 　電流とパターン幅の関係は、基板の材質、導体の厚さ、
パターンの許容温度上昇等によって変わりますが、ガラ
スエポキシ基板で銅箔35umの場合の一例を図2-2に示
します。

 　たとえば電流を5A流し、温度上昇を10℃以下にした
い場合は、銅箔35umではパターン幅を4.2mm以上にす
る必要があります。（一般的には、1mm/Aを目安として
下さい。）

 　なお、図2-2の特性は基板メーカーによって異なりま
すので、設計する際は必ずご確認下さい。
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　故障と思われる前に次の点をご確認下さい。

1）出力電圧が出ない
● 規定の入力電圧が印加されていますか。
●  ON/OFFコントロール端子（CNT）、リモートセンシン
グ端子（＋S､－S）、出力電圧外部可変用端子（TRM）は
正しく接続されていますか。

●  出力可変を行う場合、抵抗又はボリュームの設定・接
続は、正しく行われていますか。

●  接続されている負荷に異常はありませんか。
●  周囲温度は規定の温度範囲内ですか。

2）出力電圧が高い
●  リモートセンシング端子（＋S､ －S）は正しく接続さ
れていますか。

●  センシングポイントでの測定ですか。
●  出力可変を行う場合、抵抗又はボリュームの設定・接
続は、正しく行われていますか。

3）出力電圧が低い
●  規定の入力電圧が印加されていますか。
●  リモートセンシング端子（＋S､ －S）は正しく接続さ
れていますか。

●  センシングポイントでの測定ですか。
●  出力可変を行う場合、抵抗又はボリュームの設定・接
続は、正しく行われていますか。

●  接続されている負荷に異常はありませんか。

4）負荷変動、又は入力変動が大きい
●  規定の入力電圧が印加されていますか。
●  入力端子、出力端子の接続はしっかりと行われ
　ていますか。
●  センシングポイントでの測定ですか。
●  入力、出力の配線は細すぎませんか。

5）出力リップル電圧が大きい
●  測定方法はアプリケーションノートに規定されてい
る方法と同じ又は同等ですか。

●  入力のリップル電圧は規定値以内ですか。

4. 故障と思われる前に
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40℃

20℃

10℃
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8
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0 1 2 3 4 5

( m m )

( A )

導　  体  　幅

電　

流

図2-2　銅箔35umに於ける容量電流対導体幅特性

3 推奨半田付け条件
（1）半田ディップ槽を使用する場合 
 260℃　10秒以下
　　プリヒート条件 
 110℃　30～ 40秒以下

（2）半田ごてを使用する場合
 350℃　3秒以下

4 推奨洗浄条件
　半田付け後の推奨洗浄条件は、以下の通りです。
　（水系洗浄剤の使用はお避けください） 
・洗浄液
　　IPA（イソ・プロピル・アルコール） 
・洗浄方法
　ブラシ洗浄にて洗浄を行ってください。なお、洗浄液が十
分に乾燥するようにしてください。

注）上記条件以外で洗浄される場合は、弊社までご相談ください
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PAE-S48取扱説明

1. 端子説明

本製品ご使用の際は、注意事項を十分に留意の上、ご使用下さい。
ご使用方法を誤ると感電、損傷、発火などの恐れがあります。ご使
用前に本取扱説明書を必ずお読み下さい。

 注　意

● 本製品の回路基板、部品は高温になりますので、触れないで下さ
い。

● 本製品内部には高電圧または高温になる部品があります。感電
や火傷の恐れがありますので、分解したり内部の部品に触れた
りしないで下さい。

● 通電中は、顔や手を近づけないで下さい。不測の事態により、け
がをする恐れがあります。

● 入出力端子および各信号端子への結線が、本取扱説明書に示さ
れるように正しく行われていることをお確かめ下さい。

● 各種安全規格の取得、及び安全性を向上させるために外付け
ヒュ－ズを必ずご使用ください。

● 本製品は電子機器組み込み用に設計されたものです。
● 48V入力モデルの入力端子には、１次側電源より強化絶縁、もし
くは二重絶縁で絶縁された電圧を配線し接続して下さい。

● 出力端子及び信号端子には、外部からの異常電圧が加わらない
様にご注意ください。特に出力端子間に逆電圧または、定格電
圧以上の過電圧を印加すると内部回路の破損をまねく恐れがあ
りますのでご注意ください。

● 本取扱説明書に記載されているアプリケーション回路および定
数はご参考です。回路設計にあたって、必ず実機にて特性をご
確認の上、アプリケーション回路および定数をご決定下さい。

● 本取扱説明書の内容は予告なしに変更される場合があります。
ご使用の際は、本製品の仕様を満足させるため最新のデータ
シート等をご参照下さい。

● 本取扱説明書の一部または全部を弊社の許可なく複製または転
載することを禁じます。

● この製品は、弊社の書面による許可なく生命維持用の装置また
はシステム内の重要な部品として使用することはできません。

1. 生命維持用の装置またはシステムとは（a）体内に外科的に使用
されることを意図されたもの、または（b）生命を維持あるいは支
持するものをいい、ラベルにより表示される使用法に従って適
切に使用された場合に、その不具合が使用者に身体的障害を与
えると予想されるものをいいます。

2. 重要な部品とは、生命維持にかかわる装置またはシステム内の
すべての部品をいい、その不具合が生命維持用の装置またはシ
ステムの不具合の原因となり、それらの安全性や機能に影響を
及ぼすことが予想されるものをいいます。

備考：ＣＥマーキング

本取扱説明書に記載されている製品に表示されているＣＥマーキ
ングは欧州の低電圧指令に従っているものであり、製品は欧州安
全規格EN60950の認定を受けたものです。

ご使用前に

底 面 

－Vin －V
－S
TRM
＋S
＋V＋Vin

CNT

　入出力端子配列（底面より）

【入力側端子】
－Vin : －入力端子
CNT : ON/OFFコントロール端子
＋Vin : ＋入力端子

【出力側端子】
－V : －出力端子
－S : －リモートセンシング端子
TRM : 出力電圧可変端子
＋S : ＋リモートセンシング端子
＋V : ＋出力端子



PAE-S48

PAE

B-84 ・記載内容は、改良その他により予告なく変更する場合がありますので、あらかじめご了承ください。

1 入力電圧範囲
PAE-S48シリーズの入力電圧範囲は、下記の通りです。

入力電圧範囲 : 36 ～ 76VDC

入力電圧には、下図1-1の様に商用の交流電圧を整流・平滑
した際に生じるリップル電圧（Vrpl）が含まれる事がありま
す。リップル電圧は下記の電圧以下にてご使用下さい。

入力許容リップル電圧 : 2Vp-p

この値を超えている場合、出力リップル電圧が仕様を超えて
大きくなる事があります。
入力電圧の急峻な変化により、出力電圧が過渡的に変動する
場合がありますのでご注意下さい。
なお、入力電圧波形のピーク値が上記入力電圧範囲を越えない
ようにして下さい。

入
力
電
圧
 

時間 

入力電圧範囲 Vrpl 
2V以下 

t

図1-1　リップル電圧

－Vin

＋Vin

CNT

＋S

＋V

－V

－S

TRM

C1

ヒューズ 

C2 C3

－ 

＋ 

＋ 
＋ 負荷 

50mm

図1-2　基本的な接続

入力ヒューズ
パワーモジュールにはヒューズが内蔵されておりません。各
種安全規格の取得および安全性を向上させるためにも外付け
ヒューズをご使用下さい。
なお、ヒューズはファストブロー型を１台毎に付けてご使用
下さい。
また、ヒューズは－Vin側をグランドとする場合には＋Vin側
に、＋Vin側をグランドとする場合には－Vin側に取り付けて
下さい。

入力ヒューズ推奨電流定格
PAE100S48 : 6.3A
PAE50S48 : 5A 

C1 : 
入力電圧が入力電圧範囲内であっても、急激に変化する場合
や、入力ラインのインダクタンス成分が大きい場合には、パ
ワーモジュールへの影響を防ぐために、＋Vin端子、－Vin端子
間に電解コンデンサ又は、セラミックコンデンサを付加して
下さい。
なお電解コンデンサの場合は等価直列抵抗の小さいものをご
使用下さい。特に周囲温度が低温の場合は入力遮断時の等価

直列抵抗によりC1の電圧が安定せず、出力が正常遮断しない
場合がありますのでご注意下さい。
なお、このコンデンサにはリップル電流が流れますので、コン
デンサを選定される際にはコンデンサの許容リップル電流値
をご確認の上、部品を選定して下さい。実際に流れるリップ
ル電流値につきましては実機にてご確認下さい。

推奨容量値 : 33μF以上（耐圧100V以上）

注）1. 温度特性に優れた低インピーダンスの電解コンデンサをご
使用下さい。

　　　（日本ケミコン製LXVシリーズ相当品）
2.  入力ラインにチョークコイルなどが挿入され、入力ライン
のインダクタンス成分が極めて大きい場合は、パワーモ
ジュールの動作が不安定になる場合があります。そのよ
うな場合はC1の容量値を上記よりも大きくして下さい。

3.  周囲温度が－20℃以下となる場合は、等価直列抵抗を低減
させるため、C1としてセラミックコンデンサを付加して
下さい。

C2, C3
出力スパイクノイズ電圧低減のため、＋V端子、－V端子間に
出力端から50mm以下のところに、1μFのセラミックコン
デンサと10μFのアルミ電解コンデンサまたはタンタルコン
デンサを付加して下さい。
また、プリント基板の配線方法等により出力スパイクノイズ
電圧が変化する場合がありますのでご注意下さい。

　推奨容量値　　C2：1μF
　　　　　　　　C3：10μF

なお、＋V端子、－V端子間に接続できるコンデンサの最大容
量はセラミックコンデンサにて下記の通りです。

出力外付けコンデンサ最大容量
10,000μF（全モデル共通）

C4：
入力電源からPAE-S48シリーズの入力間にスイッチやコネ
クタ等があり、入力印加状態でのスイッチのオン・オフや活
線挿抜等でご使用される場合には、過渡的サージ電圧が発生
する場合がありますので、図1-3、図1-4のように電解コンデ
ンサC4を付加して下さい。

推奨容量値 : 33μF以上（耐圧100V以上）

なお、入力投入時に突入電流が流れますので、スイッチおよび
ヒューズのI2t耐量をご確認下さい。

ヒューズ 

－Vin

＋Vin

C1

＋ 

C4

＋ 

スイッチ 

図1-3　スイッチ使用時の入力フィルタ

2. 機能説明及び注意点
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ヒューズ 

－Vin

＋Vin

C1

＋ 

C4

＋ 

スイッチ 

ヒューズ 

C1

＋ 

－Vin

＋Vin

図1-4　複数台接続時の入力フィルタ

入力の逆接続
入力の極性を間違えますとパワーモジュールが破損する事が
あります。逆接続の可能性がある場合は、保護用ダイオード
およびヒューズを接続して下さい。保護用ダイオードの耐圧
は入力電圧以上、サージ電流耐量はヒューズより大きいもの
をご使用下さい。

ヒューズ 

負　荷 

＋Vin

－Vin

＋V

－V

図1-5　入力の逆接続保護

2 出力電圧可変範囲
抵抗および可変抵抗の外付けにより、出力電圧を下記の範囲
内で変える事ができます。ただし、出力電圧を下記の範囲を
越えて上昇させると、過電圧保護機能が動作しますのでご注
意下さい。

出力可変範囲
 1.8V , 2.5V , 3.3V : 定格出力電圧の－20%～＋10%
 5V : 定格出力電圧の－15%～＋15%

なお、出力電圧を上昇させた場合、出力電流は最大出力電力に
より規定される値まで低減させて下さい。
下記の外付け回路により、出力電圧を変えた場合においても、
リモートセンシングすることができます。リモートセンシン
グ機能の詳細につきましては「9. リモートセンシング」をご
参照下さい。

抵抗および可変抵抗の外付けによる可変
（1）出力電圧を低く設定する場合
（1-1）使用できる最大出力電流＝各条件における出力電

力ディレーティング値÷定格出力電圧（仕様規格
の最大出力電流値を超えることはありません。）

（1-2）TRM端子と－S端子間に外付け可変抵抗器Radj
（down）を接続します。

負荷 
PAEシリーズ 

＋ 

－ 

Radj(down)

－S

－V

＋V

＋S

TRM

図2-1　可変抵抗接続（1）

（1-3）外付け抵抗値と出力電圧値の関係式

　　Radj（down）: 外付け可変抵抗値
　　△（%）：定格出力電圧に対する出力電圧変化率
　    　例) 5V定格を4.5Vに設定時は－10%で、
　　　　　△（%）=10（%）となります。

下記グラフは、△（%）と外付け抵抗値の関係です。参考デー
タとしてご利用下さい。

1
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出力電圧変化率（%） 
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do
w
n）
（
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図2-2　△（%）対外付け抵抗（1）

（2） 出力電圧を高く設定する場合
（2-1）使用できる最大出力電流＝各条件における出力電

力ディレーティング値÷設定出力電圧（仕様規格
の最大出力電流値より、少なくなります）

（2-2）TRM端子と＋S端子間に外付け可変抵抗器Radj（up）
を接続します。

負荷 
PAEシリーズ 

＋ 

－ 

Radj(up)

－S

－V

＋V

＋S

TRM

図2-3　可変抵抗接続（2）

（2-3）外付け抵抗値と出力電圧値の関係式

　　Vo : モジュール電源の定格出力電圧値
　　Radj（up）：外付け可変抵抗値
　　△（%）：定格出力電圧に対する出力電圧変化率
　    　例）5V定格を5.5Vに設定時は＋10%で、
　　　　△（%）＝10（%）となります。

下記グラフは、△（%）と外付け抵抗値の関係です。参考デー
タとしてご利用下さい。
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図2-4　△（%）対外付け抵抗（2）
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（3）可変範囲内で出力電圧を調整する場合
 外付け抵抗（R1）および外付け可変抵抗（VR）の抵抗値、 

および接続方法は下記の通りです。

  1.8V 2.5V 3.3V 5V
 R1 2.2k 4.7k 10k 3.3k
 VR 2k 2k 2k 5k

単位：［Ω］
   　外付け抵抗　　：抵抗許容差±5%以下
　   外付け可変抵抗：全抵抗許容差±20%以下
　　　　　　　   　　残留抵抗値1%以下 

表2-1　外付け抵抗および外付け可変抵抗 抵抗値
（出力－20%～＋10%可変時ただし5Vは±15%）

  1.8V 2.5V 3.3V 5V
 R1 33k 18k 27k 18k
 VR 500k 1k 1k 2k

単位：［Ω］
　　外付け抵抗　　：抵抗許容差±5%以下
　　外付け可変抵抗：全抵抗許容差±20%以下
　　　　　　　　　　残留抵抗値1%以下 

表2-2　外付け抵抗および外付け可変抵抗 抵抗値
（出力 ±10%可変時）

＋S

＋V

－S

TRM

－V

負荷 

＋ 

－ 

VR

R1

＋ 

図2-5　外付け抵抗の接続例

－S

＋S

TRIM

5.11kΩ 

5.11kΩ 

1.225V 

基準電圧 

電圧検出用OPアンプ 

1kΩ 

図2-6　トリム回路構成（参考）

3 最大出力リップル＆ノイズ
（1）JEITA RC-9141に準じた測定方法
 JEITA RC-9141（7.12項および7.13項）に準じ、次に規

定される方法にて測定された値です。図3-1の接続を行
い測定します。出力端から50mmのところにコンデン
サ（C2:セラミックコンデンサ:1μF、C3:電解コンデン
サ:10μF）を付け、セラミックコンデンサ（C2）の両端に 
図3-1のようにJEITAアタッチメントを付けた同軸ケー
ブルを取り付けて測定します。オシロスコープは、周波
数帯域100MHz相当を使用します。

－V

＋V
+

50mm

負荷 

この線は出来るだけ短くする 

同軸ケーブル 

100MHz帯域 

JEITA用 
アタッチメント 
R:50Ω 
C:4700pF

C3C2

R

C

オシロスコープ 
1.5m 50Ω 

　図3-1　 出力リップル電圧（含スパイクノイズ）測定方法
JEITA RC-9141に準じた測定方法

（2）同軸ケーブルによる測定方法
 図3-2の接続を行い測定します。出力端から50mmの

ところにコンデンサ（C2:セラミックコンデンサ:1μF、
C3:電解コンデンサ:10μF）を付け、セラミックコンデ
ンサ（C2）の両端に同軸ケーブルを取り付けて測定しま
す。オシロスコープは、周波数帯域20MHz相当を使用
します。

－V

＋V
+

50mm

負荷 

この線は出来るだけ短くする 

同軸ケーブル 

20MHz帯域 

C3C2

オシロスコープ 1.5m 50Ω 

　図3-2　 出力リップル電圧（含スパイクノイズ）測定方法
同軸ケーブルによる測定方法

プリント基板の配線方法等により出力リップル電圧、出力スパ
イクノイズ電圧が変化する場合がありますのでご注意下さい。
一般に外付けコンデンサの容量増加により出力リップル電
圧、出力スパイクノイズ電圧は小さくなります。

4 最大入力変動
入力電圧を規格内でゆっくりと（静的に）変化させた時の出力
電圧変動分の最大値です。

5 最大負荷変動
出力電流を規格内でゆっくりと（静的に）変化させた時の出力
電圧変動分の最大値です。
負荷急変モードでご使用される場合は、パワーモジュールか
ら音が発生する場合や、出力電圧変動が増大する場合があり
ますので、事前に十分な評価を行なった上でご使用下さい。

6 過電流保護（OCP）
OCP機能を内蔵しています。
出力電流がOCP設定値を超えた場合に出力電圧を低下させ
ます。短絡状態や過電流状態を解除すれば自動的に出力は復
帰します。この設定値は固定値ですので、外部からの可変は
出来ません。
なお、出力短絡および過電流状態により出力電圧が可変範囲
より低下した状態が継続すると出力は遮断します。遮断状態
はON/OFF コントロール端子をリセットするか、入力電圧
を一度下記に示す電圧以下にした後に入力を再投入すること
で解除出来ます。

7 過電圧保護（OVP）
OVP機能を内蔵しています。
この設定値は定格出力電圧に対する値です。出力電圧が
OVP設定値を超えた場合に出力電圧を遮断します。OVP設
定値は固定式で変更はできません。
OVP機能が動作した場合は、入力電圧を一度下記に示す電圧
以下にした後に入力を再投入するか、ON/OFFコントロール
端子をリセットする事で出力を復帰させることが出来ます。
OVP 機能の確認は外付抵抗により出力電圧を上昇させて
行って下さい。OVP機能の確認を行う為、出力端子に外部
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から電圧を印加するとパワーモジュールが破損することがあ
りますのでお避け下さい。

OVP解除入力電圧値 : 8VDC以下

/Vオプション（自動復帰オプション）
/Vオプションは遮断後100ms ～ 300ms後に再起動を行い
ます。過電流および過電圧状態が解除されていれば、出力は
正常に復帰します。

8 過熱保護（OTP）
過熱保護機能を内蔵しています。
周囲温度の異常上昇、出力ディレーティングカーブを超えての
使用、電源内部温度の異常上昇時に動作し、出力を遮断します。
電源が異常過熱した原因を取り除かなければ、再び過熱保護
が動作しますのでご注意下さい。

9 リモートセンシング（＋S、－S端子）
電源の出力端子から負荷端子までの配線による電圧降下を補償
するリモートセンシング端子があります。リモートセンシング
機能を必要としない場合（ローカルセンシングで使用する場合）
は、＋S端子と＋V端子、－S端子と－V端子を短絡して下さい。
なお、リモートセンシングした場合にもパワーモジュールの
出力電力は最大出力電力値以内でご使用下さい。電源の出力
端子電圧は最大出力可変電圧以下でご使用下さい。
配線を長くしたり、ノイズが載ったりすると電源動作が不安
定になる事があります。シールド線、ツイスト線、平行パター
ンを利用し、事前に十分な評価を行った上でご使用下さい。

負荷 
負荷端にて出力電圧が安定する 

+

ツイスト線 

－V

－S

＋V

－ 

＋ 

＋S

+

図9-1　リモートセンシングする場合 

出力端にて出力電圧が安定する 
負荷 

+

－V

－S

＋V

－ 

＋ 

＋S

図9-2　リモートセンシングしない場合
（ローカルセンシング）

10 ON/OFFコントロール（CNT端子）
入力投入状態で出力のON/OFF制御ができます。複数台使用
の出力シーケンスにも活用できます。
なお、ON/OFFコントロール回路は、1次側（入力側）にあり、
CNT端子を使用します。2次側（出力側）からの制御は、フォ
トカプラ等で絶縁してCNT端子をご使用下さい。

 － Vin 端子に対してCNT端子レベル 出力状態
 Hレベル（4V≦ H≦ 35V）または開放 OFF
  L レベル（0V≦ L≦ 0.8V）または短絡 ON

※コントロール機能を使用しない場合は、CNT端子と－Vin
端子間を短絡します。

※CNT端子と－Vin端子間の配線が長い場合は、ノイズ防止の
ためにCNT端子と－Vin端子にコンデンサ0.1μFを取付け
ます。
※Lレベル時は、CNT端子から－Vin端子へのソース電流は
最大0.5mAです。

※CNT端子開放時の最大印加電圧は35Vです。

（1）出力ON/OFFコントロール

 PAE 
シリーズ 

トランジスタ 
リレー等 

＋Vin

CNT

－Vin

（2）2次側（出力側）コントロール

 PAE 
シリーズ 

2次側 
（出力側） 

＋Vin

CNT

－Vin

図10-1　接続例

11 並列運転
並列運転はできません。

12 直列運転
PAE-48シリーズは直列運転が可能です。
図12-1および図12-2のような接続が可能です。

負荷 

＋ 

－ 

+

－S
－V

＋V
＋S

－S
－V

＋V
＋S

+

図12-1　出力電圧積み重ね直列運転
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図12-2　±出力使用の直列運転

13 動作周囲温度
動作可能な周囲温度範囲です。
周囲温度により負荷率がディレーティングされる場合があり
ます。実装方向は自由に選択できますが、パワーモジュール
周囲に熱がこもらぬよう空気の対流を十分考慮の上ご使用下
さい。
強制空冷および自然空冷においてパワーモジュール周辺の空
気が対流出来るよう、周囲の部品配置、基板の実装方向を決め
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て下さい。
パワーモジュールの信頼性を一層向上するために周囲温度を
ディレーティングしてご使用になることをお奨めします。
ディレーティングの詳細につきましては、｢実装方法と放熱条
件｣の項をご参照下さい。

14 動作周囲湿度
結露は、パワーモジュールの動作異常・破損をまねく恐れが
ありますのでご注意下さい。

15 保存周囲温度
急激な温度変化は結露を発生させ、各端子のはんだ付け性に
悪影響を与えますのでご注意下さい。

16 保存周囲湿度
高温高湿下での保存は、各端子を錆びさせ、はんだ付け性を悪
くしますので、保管方法には十分ご注意下さい。

17 冷却方式
ファン等により強制空冷を行い、ご使用下さい。負荷率をディ
レーティングすることで自然空冷による冷却も可能です。
ディレーティングの詳細につきましては、｢実装方法と放熱条
件｣の項をご参照下さい。

18 周囲温度対出力変動
動作周囲温度のみを変化させた時の出力電圧の変動率です。

19 耐電圧
入力－出力間1.5kVDCに1分間耐えられるよう設計されてい
ます。受け入れ検査等で耐圧試験を行う場合は、必ず直流電
圧を印加して下さい。また、使用される耐圧試験器のリミッ
ト値を10mAに設定して下さい。
交流電圧による試験ではパワーモジュールが破損することが
ありますので、絶対に行わないようご注意下さい。
なお、印加電圧は最初から試験電圧を投入することなく、耐圧
試験電圧をゼロから徐々に上げ、遮断するときも徐々に下げ
て下さい。特にタイマー付きの耐圧試験器の場合は、タイマー

によりスイッチが切れる瞬間に印加電圧の数倍のインパルス
が発生し、パワーモジュールを破損することがありますので
ご注意下さい。
出力側は下図のように短絡して下さい。

耐圧試験器 

－S

TRM

＋S

－V

＋V

－Vin

CNT

＋Vin

1.5kVDC  1分間（10mA）
図19-1　入力－出力間耐電圧試験方法

20 絶縁抵抗
入力─出力間の絶縁試験には、DC絶縁計（MAX.500V）をご
使用下さい。絶縁抵抗値は500VDCにて100MΩ以上です。
なお、絶縁計の種類によっては、電圧を切り換える際、高圧パ
ルスが発生するものがありますので、試験においてはご注意
下さい。試験後は抵抗等により充分放電して下さい。

絶縁計 

－S

TRM

＋S

－V

＋V

－Vin

CNT

＋Vin

500VDCにて100MΩ以上
図20-1 絶縁抵抗試験方法

21 耐振動
パワーモジュールの振動規格値は、プリント基板にパワーモ
ジュールのみを実装した状態での値です。

22 耐衝撃
弊社出荷梱包状態においての値です。

3. 実装方法と放熱条件

1 出力ディレーティング
実装方向は自由に選択出来ますが、パワーモジュール周囲に
熱がこもらぬよう空気の対流を十分考慮の上ご使用下さい。
強制空冷及び自然空冷においてパワーモジュール内部に空気
が対流出来るように、周囲の部品配置、基板の実装方向を決め
て下さい。周囲温度が高い場合は、下図のように出力のディ
レーティングが必要ですのでご注意下さい。（周囲温度による
出力ディレーティングをご参照下さい。）
出力ディレーティングは右記測定条件での測定に基づいておりま
す。風速測定が困難な場合または右記条件以外でご使用される
場合は基板温度による出力ディレーティングをご参照ください。
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図1-1
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（1）周囲温度による出力ディレーティング
 PAE100S48（/Vオプションを含む）
 Vin=48Vdc

出
力
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流
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PAE50S48（/Vオプション含む）
Vin=48Vdc
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（2）基板温度による出力ディレーティング
周囲温度による出力ディレーティングの測定条件と異なる条
件でご使用の場合は、基板温度による出力ディレーティング
（図 1-12）を用いて下さい。基板温度は図 1-11 に示す表面
温度にて規定します。

＋Vin ＋Vo

基板温度測定点 

＋S

－S

－Vo

TRM

－Vin

CNT

図1-11　基板温度測定点
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基板温度による出力ディレーティング

PAE100S48およびPAE50S48

O
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図1-12　PAE100S48基板温度による出力ディレーティング

2 実装方法
（1）パターン配線禁止領域
 パワーモジュールを実装する面において、図2-1の斜

線部のパターン配線はお避け下さい。
 斜線部に配線されますと、絶縁不良を起こす場合があり

ます。
 また、斜線部以外でもパワーモジュール下はノイズの影

響を受けやすいので、信号線を配線される際はご注意く
ださい。
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1.
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＋Vin ＋Vo

TRM

－S

－Vo

＋S

CNT

－Vin

図2-1　パターン配線禁止領域

（2）基板取付穴
 プリント基板の穴・ランド径は、下記サイズを参考に決

定して下さい。

 　 タイプ PAE-S48
 入力端子ピン φ 1.0mm
   穴径 φ 1.3mm
   ランド径 φ 2.6mm
 出力端子ピン φ 1.5mm
   穴径 φ 1.8mm
   ランド径 φ 3.6mm
 信号端子ピン φ 1.0mm
   穴径 φ 1.3mm
   ランド径 φ 2.6mm

また、穴位置については、パワーモジュールの外観図をご参照
下さい。

（3）推奨基板材質
 推奨基板材質は、4層スルーホールガラスエポキシ基板

です。（厚さt=1.6mm）

（4）出力パターン幅
 出力パターンは、数A～数十Aの電流が流れるので、基板

パターン幅が細すぎると電圧降下を生じ基板の発熱が
大きくなります。

 電流とパターン幅の関係は、基板の材質、導体の厚さ、パ
ターンの許容温度上昇等によって変わりますが、ガラスエ
ポキシ基板で銅箔35umの場合の一例を図2-2に示します。

 たとえば電流を5A流し、温度上昇を10℃以下にしたい場
合は、銅箔35umではパターン幅を4.2mm以上にする必要
があります。（一般的には、1mm/Aを目安として下さい。）

 なお、図2-2の特性は基板メーカーによって異なります
ので、設計する際は必ずご確認下さい。

14
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0
1 2 3 4 5

導　体　幅　 （ｍｍ） 

電 

流 

60℃ 

40℃ 

20℃ 

10℃ （Ａ） 

図2-2　銅箔35umに於ける容量電流対導体幅特性

3 推奨半田付け条件
（1）半田ディップ槽を使用する場合
 260℃　10秒以下
 プリヒート条件
 110℃　30～ 40秒以下

（2）半田ごてを使用する場合
 350℃　3秒以下

4 推奨洗浄条件
半田付け後の推奨洗浄条件は、以下の通りです。
（水系洗浄剤の使用はお避けください）
　・洗浄液
　　IPA（イソ・プロピル・アルコール）
　・洗浄方法
ブラシ洗浄にて洗浄を行ってください。
なお、洗浄液が十分に乾燥するようにしてください。

注）上記条件以外で洗浄される場合は、弊社までご相談ください
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3. 故障と思われる前に

故障と思われる前に次の点をご確認下さい。
1）出力電圧がでない
●  規定の入力電圧が印加されていますか。
●  ON/OFFコントロール端子（CNT）、リモートセンシン
グ端子（＋S､－S）、出力電圧外部可変用端子（TRM）は
正しく接続されていますか。

●  出力可変を行う場合、抵抗又はボリュームの設定・接
続は、正しく行われていますか。

●  接続されている負荷に異常はありませんか。
●  周囲温度は規定の温度範囲内ですか。

2）出力電圧が高い
●  リモートセンシング端子（＋S､－S）は正しく接続され
ていますか。

●  センシングポイントでの測定ですか。
●  出力可変を行う場合、抵抗又はボリュームの設定・接
続は、正しく行われていますか。

3）出力電圧が低い
●  規定の入力電圧が印加されていますか。
●  リモートセンシング端子（＋S､－S）は正しく接続され
ていますか。

●  センシングポイントでの測定ですか。
●  出力可変を行う場合、抵抗又はボリュームの設定・接
続は、正しく行われていますか。

●  接続されている負荷に異常はありませんか。

4）負荷変動、又は入力変動が大きい
●  規定の入力電圧が印加されていますか。
●  入力端子、出力端子の接続はしっかりと行われていますか。
●  センシングポイントでの測定ですか。
●  入力、出力の配線は細すぎませんか。

5）出力リップル電圧が大きい
●  測定方法はアプリケーションノートに規定されている
方法と同じ又は同等ですか。

●  入力のリップル電圧は規定値以内ですか。
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